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（ア）電場は電位の傾きなので
E = f = t

電場の定義にEEより
f = qE=eineeいり-_-p)

（イ
（毎秒する仕事）=（カ）×（1秒の移動距
⇒（仕事率） = f × ひ

こeh？のはワット

（ウ 単位体積あたりn［個）で全体積がV=Sl[m³コ
なので、全個数Nは

N = n S l ［ 個 コーーーーーい（ウ）



はて 続き
は 1個あたりへの仕事率が（イ） p=eでひなので

N［個］にする仕事率Pは

P = e tU N = e Iひ . n s l
=、うひしーーーいとう
これが熱エネルギーとして発生する。

（オ I=ensnni男（←覚えて使ってよい式）

（カ
(I）式と（オ）式より

P=

"

だの

これは、 ジュール熱の公式 P=IVを示す。


